
学
術
調
査
で
発
見
さ
れ
た

文
化
遺
産
の
価
値
と
活
用

未
調
査
で
あ
っ
た
文
化
遺
産
の
学
術
調
査
が
進
み
、
高
い
価
値
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
仏
像
と
只
見
が
生
ん
だ

大
正
・
昭
和
期
の
児
童
文
学
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。
た
だ
み
・
モ

ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
文
化
遺
産

の
価
値
を
共
有
し
活
用（
公
開
・
展
示
・
鑑
賞
）し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

梁
取
地
区
に
所
在
す
る
町
指
定
重
要
文
化
財
の
虚こ

空く

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

と
虚こ

空く

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う

を
展
示
し
て
い
ま

す
。
専
門
家
の
調
査
に
よ
っ
て
、
立
像
は
鎌
倉
時
代

作
、
坐
像
は
室
町
時
代
作
と
判
明
し
ま
し
た
。
特
に

立
像
は
、
以
前
は
江
戸
時
代
作
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
調
査
に
よ
っ
て
、
頭
部
お
よ
び
胸
部
が
鎌
倉

時
代
作
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

立
像
は
、「
会
津
地
方
に
伝
わ
る
鎌
倉
時
代
彫
刻

の
遺
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
補
修
に

よ
る
部
分
が
あ
る
点
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
本
格
的
な

仏
師
の
手
に
よ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
、
す
ぐ
れ
た
造

形
を
と
ど
め
て
い
る
。」
と
の
所
見
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

坐
像
は
、「
室
町
時
代
、
十
六
世
紀
頃
の
造
像
と
推

定
さ
れ
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
遺

例
の
ひ
と
つ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
当
初
の
台
座
が

現
存
す
る
こ
と
も
、
そ
の
稀
少
性
を
高
め
て
い
る
。」

と
の
所
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

�

調
査
・
所
見
・
写
真
：
萩
原
哉
（
玉
川
大
学 

准
教
授
）

�

編
集
：
原
永
円
香　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梁
取
虚
空
蔵
菩
薩
像

�

―
鎌
倉
・
室
町
時
代
作
と
判
明
―

虚空蔵菩薩立像

虚空蔵菩薩坐像

※髪型の一種

※耳たぶ

※耳ぎわの髪の毛

※仏の眉間のやや上に
生えているとされる
白い毛。

垂
すい

髻
けい
※

環状の髪束三
束を二段に重
ねている。

地髪部は束ね
目入り毛筋彫
り。

耳垂部※

環状不貫。

鬢
びん
※

一条が耳をわ
たる。

裙
くん

は上縁を胸
下にあらわす
か。

白
びゃく

毫
ごう

相
そう
※は水

晶嵌
かん

入
にゅう

であら
わす。

天
てん

冠
かん

台
だい

無文の帯一条

※首に刻まれた
　三本線のこと。

三
さん

道
どう

相
そう
※

※僧の着る法衣

衲
のう

衣
え
※は左肩

にかかり、背
部をわたって
右肩に少しか
かり、上縁を
大きく折返し
ながら背部を
斜めにわたり、
右腋下でたく
し込むか。

※大きな長方形の布で、
肩からかける。

覆
ふ

肩
げん

衣
え
※は右

肩、右腕を覆
い、右脇腹で
いったんたる
んで衲

のう

衣
え

にた
くし込む。

台座は九重蓮
華座。上から
蓮
れん

華
げ

、上
うわ

敷
しき

茄
な

子
す

、華
け

盤
ばん

、下
した

敷
しき

茄
な

子
す

、受
うけ

座
ざ

、
反
かえり

花
ばな

、受座、
二
に

段
だん

框
かま

座
ちざ

から
なる。

白
びゃく

毫
ごう

相
そう 八面宝冠

天
てん

冠
かん

台
だい

は紐二
条の上に列

れつ

弁
べん

文
もん

帯を重ね、
正面中央に四
葉重弁の花形
文をあらわす。

三
さん

道
どう

相
そう

耳垂部　環状不貫。

地髪部は毛筋
彫り。頭髪は
髪際正面で左
右に振り分け、
左右側面で両
耳の大半を覆
う。

右足を外にして結
けっ

跏
か

趺
ふ

坐
ざ
※する。

※両足を組み、足がももの上に
乗る座り方。

※肩にかける薄く細長
い布。

※左肩からたすき掛け
にする布。

天
てん

衣
ね
※は背部

から両肩を覆
い、両肘にか
かる。

条
じょう

帛
はく
※は左肩

から右腰脇に
斜めにかかる。

※腕の飾り具。

両手首には紐
二条の腕

わん

釧
せん
※

を付ける。台座は三重蓮
華座。上から
蓮
れん

華
げ

、反
かえり

花
ばな

、
框
かま

座
ちざ

からなる。

※腰から下につける巻
きスカート状の布。

裙
くん
※は右脚部

正面右寄りで
右前に打ち合
わせ、両膝脇
にたくれをあ
らわす。
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山
内
秋
生（
一
八
九
〇
～
一
九
六
五
）は
、

只
見
町
二に

軒け
ん

在ざ
い

家け

の
九く
ぐ
り
ゅ
う

々
生
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
文
学
雑
誌
『
少
年
世
界
』
を
愛
読

し
、
十
五
歳
で
上
京
し
て
児
童
文
学
の
先

駆
者
巌い

わ

谷や

小さ
ざ

波な
み

に
入
門
し
ま
し
た
。

山や
ま
の
う
ち内

秋あ
き

生お

の
作
品
と
功
績

―
大
正
・
昭
和
期
の
児
童
文
学
作
家
―

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
記
念
展
を
行
う
過
程
で
、

作
品
と
功
績
を
調
査
し
ま
し
た
。
児
童
文

学
作
品
・
実
用
書
・
児
童
文
学
史
を
収
集

し
、
作
品
の
全
貌
と
研
究
の
功
績
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

秋
生
の
自
然
描
写
は
只
見
の
風
景
で
す
。

雪
の
表
現
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

「
白
鳥
の
羽う

毛も
う

を
む
し
っ
て
投
げ
る
よ
う

な
雪
は
、
高
い
空
の
奥
か
ら
限
り
な
く
落

ち
て
来
て
、
石い

し

燈ど
う

籠ろ
う

の
屋
根
だ
の
、
飛と
び

石い
し

の
上
だ
の
に
は
、
綿わ
た

で
も
か
ぶ
せ
た
よ
う

に
積
も
っ
て
い
ま
す
。
枯
木
の
よ
う
に
な

っ
た
梅
の
木
や
、
桃
の
木
の
枝
に
ひ
っ
か

か
っ
て
、
花
で
も
咲
い
た
よ
う
に
き
れ
い

に
見
え
ま
し
た
。」

�

『
広
い
世
界
へ
』
三
一
頁

児
童
文
学
史
の
功
績

　

秋
生
の
功
績
は
、
児
童
文
学
の
評
論
と

児
童
文
学
史
の
研
究
で
す
。
新
潮
社
『
日

本
文
学
大
辞
典
』
一
九
三
二
年
の
児
童
文

学
項
目
を
執
筆
し
て
、
児
童
文
学
を
日
本

文
学
史
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
現
在
で
も

児
童
文
学
界
で
高
く
評
価
さ
れ
る
功
績
で

　

秋
生
が
大
正
・
昭
和
期
に
創
作
し
た
童

話
は
約
百
五
十
話
、
童
話
・
実
用
書
の
著

書
は
十
四
冊
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
学
研

究
者
と
し
て
明
治
・
大
正
期
の
日
本
児
童

文
学
史
を
執
筆
し
た
功
績
が
あ
り
ま
す
。

一
九
六
五
年
十
一
月
八
日
、
只
見
町
大
倉

の
比ひ

ら
ば
や
し

良
林
公
園
に
秋
生
の
短
詩
、

「
故ふ

る

郷さ
と
よ 

山
川
よ 

つ
ば
め 

来
る
こ
ろ
よ
」

の
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会

の
後
の
夜
中
、
秋
生
は
故
郷
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
ツ
バ
メ
は
南
の
国
に
行
き
、
故

郷
に
戻
っ
て
来
ま
す
。
ツ
バ
メ
に
あ
こ
が

れ
た
少
年
秋
生
は
、
南
の
地
で
児
童
文
学

の
創
作
と
研
究
に
活
躍
し
、
戻
っ
て
来
た

の
で
す
。
没
後
六
十
年
の
二
〇
二
五
年
に 山内秋生（17歳）

山
内
秋
生
の
童
話
・
小
説
集
、

雪
の
描
写

　

美
し
い
装
訂
の
童
話
集
に
は
、『
蛍
の

お
宮
』
一
九
二
四
年
・『
月
夜
の
な
げ
き
』

一
九
二
六
年
・『
父
の
ふ
る
さ
と
』
一
九
四

六
年
・『
春
の
野
の
ゆ
め
』
一
九
四
八
年
が

あ
り
ま
す
。『
春
の
別
離
』
一
九
二
一
年
・

『
新
生
の
扉
』（『
大
空
高
く
』）
一
九
二
五

年
は
自
伝
的
小
説
で
す
。
一
九
三
九
年
～

四
二
年
の
戦
時
児
童
文
学
で
は
『
星
と
語

る
』『
広
い
世
界
へ
』『
と
ん
ぼ
の
誕
生
』

が
あ
り
ま
す
。
秋し

ゅ
う
せ
い生と
も
名
の
り
ま
し
た
。

す
。『
小
川
未
明
童
話
全
集
』
の
編
集
・
解

説
を
行
い
ま
し
た
。

比良林公園の文学碑と山内秋生（７５歳・除幕式）

山内秋生の童話集

実
用
書
の
功
績

　

出
版
社
に
勤
め
て
い
た
秋
生
は
、『
少

年
少
女　

面
白
い
手
紙
の
文
』
一
九
一
八

年
・『
実
用
便
覧　

手
紙
辞
典
』
一
九
二

〇
年
・『
思
う
事
が
自
由
に
書
け
る　

面

白
い
手
紙
の
文
』
一
九
二
四
年
・『
結
婚

読
本
』
一
九
三
九
年
の
実
用
書
を
出
版
し

社
会
に
貢
献
し
ま
し
た
。

山内秋生が執筆した
児童文学史の本　　

�

文
：
久
野
俊
彦　

写
真
：
原
永
円
香 山内秋生の実用書

11


	No669 10
	No669 11

